岩手県大船渡市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄﾊﾞｽﾂｱｰのご案内
１．実施期日　
平成23年10月8(土) 午後9時出発～10日(月) 午後9時　到着
【現地活動日：10月9日(日)】
２．行き先
　　岩手県大船渡市：大船渡市社協復興ボランティアセンター
３．活動内容
　　仮設住宅からの引越し、庭や敷地の整地、瓦礫拾い、側溝の泥上げ、写真修復など
　　※現地のニーズにより内容は、変わります。
４．参加費
　　3,000円　＊出発日当日に徴収いたします。

５．参加条件
(1)心身ともに健康な方（高血圧、糖尿病、喘息などの持病がある方。また、被災地の状況や求められる対応に際し、精神的な不調を感じる可能性がある方はご遠慮ください）
(2)ボランティアニーズに応じた活動ができる方
(3)団体行動がとれる方
(4)下記の持ち物（９.持ち物参照）をご自分で揃えられる方
(5)参加に際し、ご家族の了解が得られている方
６．ボランティア保険
　　ボランティア保険（天災型）Aプランは、ロータリークラブにて一括加入いたします。
　　http://www.tokyofukushikikaku.co.jp/pdf/V1-hokennaiyou.pdf
７．宿泊先　
(1)名　　称　花巻温泉郷　大沢温泉　自炊部
(2)住　　所　岩手県花巻市湯口字大沢181
(3)電　　話　０１９８－２５－２３１５
(４)概　　要　男女別相部屋、布団、温泉入浴、食事処「やはぎ」、売店
　　　　　　　　＊お部屋に、お風呂トイレはございません。温泉、共同トイレのご利用となります。

　　　　　　　　＊フェイスタオル、歯ブラシは館内売店で販売しております。

　　　　　　　　＊バスタオル、浴衣のレンタルがございます。（有料）
　　　　　　　　＊食事は、食事処「やはぎ」にて夕食と朝食のご用意をしております。
８．食事について

　＊出発日当日、夕飯は各自お済ませください。

　＊2日目の朝食と昼食、3日目の昼食は、ロータリークラブにてご用意いたします。

　＊2日目の夕食と3日目の朝食は、ホテルにてお召し上がりいただきます。

　＊車中でのお飲み物などは、各自ご用意いただくか、途中SAでご購入ください。

９．持ち物
＊作業着（長袖・長ズボン等 汚れてもよい服）・着替え・雨具（カッパなど）　
＊運動靴・作業靴（安全靴・長靴など底のしっかりした物）
＊ヘルメットまたは帽子・マスク（防塵用に数枚）・懐中電灯若しくはヘッドランプ
＊タオル・洗面用具・筆記用具・携帯電話機及び充電器・厚手のゴム手袋、軍手
＊健康保険証（写し）・常備薬・活動期間中の飲み物
　※マスク、軍手、救急箱などロータリークラブで用意できるものは追ってご連絡させていただきますが、運動靴、作業靴などサイズがあるものに関しては、各自ご準備お願いいたします。
（参）9/21現在、手配済み

　　　マスク、軍手、作業中のミネラルウォーター1本

10．留意事項
・自己責任が原則です。ボランティア活動においては、被災された方々のペースに合わせ、被災された方の心情に配慮した言動、行動を心がけてください。
・天候や余震・現地の状況等の関係で、やむを得ず活動が中止になる場合がありますので予めご了承ください。
・携行品や金銭の管理は、出発から帰着まで自己管理でお願いいたします。
11.その他　事前に大船渡市災害ボランティアセンターの活動状況をお知りになりたい方は、下記のURLをご覧ください。
大船渡市社協復興ボランティアセンターブログ　http://ameblo.jp/ooshakyo/
12.行　　程（道路等の状況により変わります）
	10月8日(土)
	20:30

21:00
	ｾﾙﾘｱﾝﾀﾜｰ東急ﾎﾃﾙ集合

ﾎﾃﾙ出発（車中泊）

	9日(日)
	8:00
8:30
15:00

15:30
19:00
	大船渡市災害VC到着
受付・活動開始
活動終了
大船渡市市災害VC出発
大沢温泉（宿泊先）到着

	10日(月)
	9:00
21:00
	大沢温泉（宿泊先）出発
ｾﾙﾘｱﾝﾀﾜｰ東急ﾎﾃﾙ到着・解散


13．問合先
　　　ご質問・不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。
アイヴイーツーリストインターナショナル(東京世田谷南ロータリークラブ会員)
電　話　03-5753-8792 (土日を除く10:00～17:00)
ﾌｧｯｸｽ 03-5753-8793
E-mail yoshihara@ivytourist.co.jp
担　当　吉原
· 出発当日(10/8)は、090-7010-6544へご連絡ください。

被災地でボランティア活動をする際の注意事項について

災害救援ボランティア活動には大きな期待が寄せられておりますが、一方で、ボランティア活動が被災地の人々や他のボランティアの負担や迷惑にならないよう、ボランティア一人ひとりが自分自身の行動と安全に責任を持つ必要があります。
　ここでは、災害救援ボランティア活動に参加する際の基本的な注意事項についてご案内します。災害救援ボランティア活動への参加の参考としてください。

１．災害救援ボランティア活動は、ボランティア本人の自発的な意思と責任により被災地での活動に参加・行動することが基本です。

２．まずは、自分自身で被災地の情報を収集し、現地に行くか、行かないかを判断することです。家族の理解も大切です。その際には、必ず現地に設置されている災害救援ボランティアセンターのホームページの確認や、逗子市社会福祉協議会で注意点等について確認してください。

３．被災地での活動は、危険がともなうことや重労働となる場合があります。安全や健康についてボランティアが自分自身で管理することであることを理解したうえで参加してください。体調が悪ければ、参加を中止することが肝心です。

４．被災地で活動する際の携行品や、水、食料、その他身の回りのものについてもボランティア自身が事前に用意し、携行のうえ被災地でのボランティア活動を開始してください。

５．被災地における地理や気候等周辺環境を把握したうえで活動してください。

６．被災地では、被災した方々の気持ちやプライバシーに十分配慮し、マナーある行動と言葉づかいでボランティア活動に参加してください。

７．被災地では、必ず復興ボランティアセンターやボランティアコーディネーター等、現地受け入れ機関の指示、指導に従って活動してください。単独行動はできるだけ避けてください。組織的に活動することで、より大きな力となることができます。

８．自分にできる範囲の活動を行ってください。休憩を心がけましょう。無理な活動は、思わぬ事故につながり、かえって被災地の人々の負担となってしまいます。
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◆服装・携行品・その他
１．服　　装
・怪我防止のための長袖・長ズボン（短パン・スカートはダメです）（通気性・吸湿性の高いものがよいです）
（汚れてもよい服装）
・作業ヘルメット（タオルや帽子でもいいです。家屋内での怪我防止にはヘルメット、直射日光を遮るためや熱中症対策には帽子・タオル）
・防塵ゴーグル（粉塵すごいです。花粉症用もいい）
・防塵マスク（現場で舞い上がる粉塵は汚染されている場合があります）
・合羽上下（蒸れるので着替えは多めがよいかと）
・作業用厚手のゴム手袋（中に軍手を入れると更によい）
・重量物運搬用のゴム張り軍手（一輪車押しや瓦礫の撤去では活躍します）
・安全靴か丈夫な長靴（鉄板の入った中敷きがオススメ）
クギの踏み抜きに注意（中敷きは別売りもあります。裏面「セフティインソール」参照）
２．携行するもの
・リュックサック若しくはウエストポーチなど
活動現場では両手を使う作業がほとんどです。雨具や常備薬、応急セット、筆記用具などをしまいます。
・応急セットや常備薬
ボランティアは自己責任・自己完結が原則です。必要と思われる物を用意しましょう。
・アルコール除菌タオルやアルコールティッシュ
衛生状態が悪い場合があります。
３．その他必要なもの
・洗面用具
・筆記用具
・健康保険証（写し）
・常備薬（乗り物酔い止めや止寫薬・持病の薬等）
